
1.発生動向 3．新型コロナウイルス感染症の段階適用状況
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栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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【 全数報告疾患 】
２類：結核

女性 １名 ※全数報告疾病 すべての医師から届け出が必要な疾病

【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週より減少し、警報レベルを脱しました。

• 新型コロナウイルス感染症は前週より増加しました。

• Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は前週より減少しました。

• 感染性胃腸炎は前週より増加しました。

• 水痘は前週より増加しました。

【 集団発生情報 】

新たな集団発生の報告はありません。

【 感染症コラム ～結核～ 】
• 結核とは、「結核菌」という細菌による慢性感染症です。患者

のくしゃみや咳の際に体外に排出された結核菌を吸い込んで

感染（空気感染）します。

• 免疫力が正常な場合、「感染」しても結核菌の増殖を封じ込め

ることができます。しかし、免疫力が下がると結核菌を抑え込

めなくなり、症状が出現し、菌を排出するようになります（発

病）。

• 高齢者の場合、抵抗力の衰えにともない幼少期に「感染」した

菌を抑えることができなくなり、結核症を「発症」する場合が

あります。

• 肺に病変を作ることが多く、症状は風邪に似ていますが、リン

パ節や骨、関節、腸など全身に及ぶ場合があります。

• 治療は抗結核薬の長期間の服用ですが、処方薬を不定期に服

用すると耐性菌ができるので医師の指示を守ることが大事

です。

• 予防のポイントは予防接種（BCGワクチン）、咳エチケット、定

期健診の3つです。

国の基準に基づき、在院者数に応じた本県の段階（0～Ⅲ）を定め、段階に応じて即応病床数を

設定しています。


